
成
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
収

入
の
確
保
と
支
出
の
削
減
に
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　
．
新
た
に
取
り
組
む
事
業
や
、

特
に
力
を
入
れ
る
事
業
は
何
で

す
か
。

　

府
中
市
民
病
院
は
、
新
病
院

に
な
っ
て
快
適
な
環
境
に
な
っ

た
こ
と
に
加
え
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ

Ｔ
な
ど
、
医
療
機
器
も
充
実
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ

ま
の
来
院
が
あ
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
受
け
入
れ
強

化
に
加
え
、
院
内
の
食
育
推
進

レ
ス
ト
ラ
ン
と
コ
ラ
ボ
し
た
健

康
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
予

防
医
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
う
し
た
市
民
の

健
康
を
守
る
取
り
組
み
が
、
地

産
地
消
な
ど
地
元
を
元
気
に
す

る
活
動
に
も
つ
な
が
れ
ば
最
高

で
す
ね
。

　
．
府
中
北
市
民
病
院
も
新
た

な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る

そ
う
で
す
が
。

　

府
中
北
市
民
病
院
で
は
、
定

期
巡
回
と
緊
急
時
に
は
随
時
対

応
で
き
る
訪
問
介
護
看
護
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
在
宅
で

生
活
す
る
高
齢
者
に
対
し
、
定

期
的
に
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問
し
て

介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
緊
急
時
は
24
時
間
い
つ
で

も
対
応
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
退
院
後
、
ス
ム
ー
ズ

に
在
宅
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
「
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
」
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
病
床

は
、
最
長
60
日
間
と
い
う
ゆ
っ

た
り
し
た
入
院
期
間
中
に
、
退

院
の
調
整
や
自
宅
に
帰
る
た
め

の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
自

宅
に
帰
っ
た
後
も
、
訪
問
介
護

や
訪
問
看
護
、
場
合
に
よ
っ
て

は
訪
問
診
療
も
可
能
で
す
。

　

こ
う
し
た
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
で
、
府
中
北
市
民
病
院
を

中
心
に
在
宅
生
活
を
支
え
る
流

れ
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
に
地
方

独
立
行
政
法
人
府
中
市
病

院
機
構
が
発
足
し
、
府
中

市
民
・
府
中
北
市
民
の
両

病
院
の
運
営
を
開
始
し
て

か
ら
、
４
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

府
中
市
病
院
機
構
で
は
、

私
た
ち
の
安
心
・
安
全
な

日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
、

地
域
の
診
療
所
や
福
祉
・

介
護
施
設
な
ど
と
協
力
し

な
が
ら
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
移
動
診

療
車
に
よ
る
巡
回
診
療
の

開
始
や
新
・
府
中
市
民
病

院
の
完
成
な
ど
、
明
る
い

話
題
が
あ
っ
た
一
方
で
、

勤
務
医
の
確
保
や
病
院
経

営
の
改
善
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
課
題
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
．
こ
れ
か
ら
の
病
院
運
営
に

お
い
て
何
が
重
要
だ
と
お
考
え

で
す
か
。

　

大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
両
病
院
は
、

予
防
・
救
急
・
慢
性
期
医
療
の

拠
点
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま

を
支
え
て
参
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
役
割
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
病

院
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
両
病
院
の
経

営
の
安
定
化
、
収
支
の
改
善
も

大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
．
両
病
院
の
経
営
は
ど
う
い

っ
た
状
況
で
す
か
。

　

府
中
北
市
民
病
院
で
は
常
勤

医
師
が
減
少
し
て
お
り
、
経
営

的
に
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
懸
命

の
努
力
の
お
か
げ
で
、
病
院
と

し
て
の
機
能
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
、
府
中
市
民

病
院
の
収
支
状
況
は
改
善
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

中
期
計
画
で
は
、
平
成
30
年

度
で
の
年
間
収
支
の
黒
字
化
を

目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
達

医療とは、患者さんの人生に寄り添うもの　私自身、広島大学病院や岡山大学病院、川崎医

科大学病院など、方々に医師の派遣をお願いして

いますが、大学病院にも十分に医師がいない中で、

具体的な成果を上げられていないことは残念です。

　しかし、１年間の限定ですが、広島県地域医療

支援センターから、古川正愛先生が、週２日間の

診療支援においでいただけることになり、４月か

ら診察に加わっていただいています。

医師が足りているとは
思っていません
医師の確保には、
全力を尽くしたい

これから市民病院が

めざす医療とは

　
特
集

　これからの府中市病院機構は、地域の皆

さまに病院に関わっていただき、交流の場

をつくるなど、地域を豊かにしていく。そ

のような病院にしたいと考えています。

多田敦彦理事長
昭和56年　岡山大学医学部卒
岡山大学付属病院の他、多くの病院で勤
務の後、平成24年４月に地方独立行政法
人府中市病院機構理事長兼府中市民病院
院長に就任。

　
府
中
市
病
院
機
構
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平

成
31
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
病
院
運
営
の
基
本
計

画
で
あ
る
、
「
第
２
期
中
期
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
期
間
中
に
病
院
機
構
で
は
ど
ん

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
府
中
市
病
院
機
構
　
多
田
敦
彦
理
事
長
に
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
．
医
師
確
保
に
も
明
る
い
兆

し
が
見
え
始
め
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

古
川
先
生
は
、
広
島
県
地
域

医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
若
手

医
師
の
育
成
や
県
外
か
ら
の
医

師
招し

ょ
う

聘へ
い

な
ど
に
も
携
わ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

医
師
に
府
中
市
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
我
々
も
多

く
の
こ
と
を
古
川
先
生
か
ら
学

び
、
医
師
招
聘
に
活
か
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
医
師

が
魅
力
と
や
り
が
い
を
感
じ
る

環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
．
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

集
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　

生
け
花
、
病
院
コ
ン
サ
ー
ト
、

院
内
の
花
の
世
話
や
清
掃
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
現
在

は
外
来
の
受
付
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
病

院
ス
タ
ッ
フ
も
助
か
り
ま
す
が
、

「
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

い
う
皆
さ
ま
の
思
い
を
形
に
す

る
方
法
の
一
つ
に
な
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

10
月
末
に
は
府
中
市
民
病
院

の
工
事
も
完
了
し
ま
す
。
そ
の

と
き
に
は
市
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
地
域
と
病
院
、
あ

る
い
は
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ

取
り
組
み
に
発
展
で
き
れ
ば
面

白
い
で
す
ね
。
病
院
の
敷
地
で

朝
市
を
開
催
し
た
り
、
福
祉
用

具
の
展
示
会
を
開
催
し
た
り
、

地
域
と
病
院
の
垣
根
を
越
え
た

交
流
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

古川正
まさ

愛
ちか

先生
平成13年　自治医科大学卒
吉田総合病院など、中山間地域での勤務
後、平成23年７月から広島県地域医療支
援センターに勤務。
＜古川先生からのメッセージ＞
　昨年の「支える医療」シンポジウムに
続き、縁あって府中市民・府中北市民両
病院でお世話になることになりました。
主に新規の患者さんの診察を担当します。
どうぞよろしくお願いします。

QQ

QQ

QQ

訪問介護看護事業所「ささえ」
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